










































1） Smith, A. (1776) を参照。特に第一章から三章。
2） Porter, M. (1985) を参照。









































































7） エージェンシー理論の説明領域については、Williamson, O. E. (1990) , 菊澤 (1998) または Picot, A. , Dietl, H. & Franck, E. (2005) を参
照
8） Knight, F. (1921), pp.19-20 を参照。
9） 深山 (2010) 195 ページを参照。
10） Mentzer, J. T. ed. (2001), p.22 を参照。
11） Fayezi, S. , O’Loughlin, A. & Zutshi, A. (2012) を参照。
12） Stock, J. R. (1997), p.527 または、Fayezi, S. , O’Loughlin, A. & Zutshi, A. (2012), p.558 を参照。








































































15） Eisenhardt, K. M. (1985, 1988, 1989) を参照。彼女は、金銭的収入を求めて結ぶ契約を収入契約 (Outcome-based contract)、そして、何
らかの行為や使命を遂行することを求めて結ぶ契約を行為契約 (Behavior-based contract) と称している。
16） Demski, J. S. & Faltham, G. A. (1978) を参照。
17） Juettner, U. (2005), p.122 を参照。ただし、Menzter, J. T. (2001), Manuj, I. & Menzter, J. T. (2008) などでは、サプライチェーン・マネジ
メントに関わるリスクは 8 つに分類されている。しかし、それは、本稿で取り上げられている 3 つに再分類することができる。その
ため、本稿ではサプライチェーン・マネジメントに関わるリスクに関しては、3 つの類型を利用する。









































































19） Mentzer, J. T. ed. (2001), p.7 を参照。
20） Hornibrook, S. (2007), Norrman, A. (2008) の研究では、前者は食料品業界のサプライチェーン、後者は電気機器メーカーのサプライ
チェーンについて考察され、二者の関係に限定せずにサプライチェーン内のプリンシパル・エージェントを考察し、より正確なサプ
ライチェーンの実体を捉えようとされている。しかし、双方とも行為契約を結ぶことを重視する結論が導出されている。
21） Demski, J. S. & Faltham, G. A. (1978) を参照。
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23） Hornibrook, S. (2007), Norrman, A. (2008) の研究では、需要リスクは予測情報としてプリンシパルからエージェントへもたらされる
ことによって、サプライチェーン内である程度予測可能なものにはすることができると述べられている。
24） Jensen, M. C.(2000), p.137.
25） Jensen, M. C. (2000), p. 86 を参照。具体的には、1. 契約締結にかかるコスト、2. 監視コスト、3. 拘束コスト , 4. 残余損失のことであ
る。














































































27） 岡村 (2013) を参照。この研究で、株主と経営者のプリンシパル・エージェント関係の形成と経営と所有の分離の関連について述べ
られている。株主は、企業経営に専門的な能力が必要になるにつれ、企業経営に関与しなくなるのである。
28） Picot, A. , Dietl, H. & Franck, E. (2005) または、菊澤 (1998) を参照。
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